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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　一対の方形フレームを、正面視において略Ｘ字状を呈する形態で回動自在に連結したこ

と、

　一方の方形フレームの上部枠材と他方フレームの下部枠材間に、それぞれシート部材を

張設したこと、

　を特徴とする土砂遮断装置。

【請求項２】

　回動自在に連結するための連結部位を　正面視において方形フレームの上端から下端の

高さの中間位置より下方に設けた請求項１に記載の土砂遮断装置。

【請求項３】

　方形フレームの下部枠材にローラーを回転自在に取り付けたことを特徴とする請求項１

又は請求項２に記載の土砂遮断装置。

【請求項４】

　同一方形フレームの縦フレーム間に横フレームを取り付けると共に、一方方形フレーム

の上部枠材と他方方形フレームの横フレーム間に、それぞれシート部材を張設したこと特

徴とする請求項３に記載の土砂遮断装置。

【請求項５】

　上部枠材と下部枠材との間に補強フレームを設けると共に、補強フレーム同士を回動自

在に連結したことを特徴とする請求項１乃至請求項４いずれかに記載の土砂遮断装置。
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【 請 求 項 ６ 】

　 一 対 の 棒 部 材 を 正 面 視 に お い て 略 Ｘ 字 状 を 呈 す る 形 態 で 回 動 自 在 に 連 結 し た こ と 、

　 そ れ ぞ れ の 棒 部 材 の 上 端 及 び 下 端 に 、 側 面 視 に お い て 横 方 向 に 伸 び る 横 フ レ ー ム を 取 り

付 け た こ と 、

　 一 方 の 棒 部 材 の 上 端 に 設 け ら れ た 横 フ レ ー ム と 、 他 方 の 棒 部 材 の 下 端 に 設 け ら れ た 横 フ

レ ー ム と の 間 に そ れ ぞ れ シ ー ト 部 材 を 張 設 し た こ と 、

　 を 特 徴 と す る 土 砂 遮 断 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 回 動 自 在 に 連 結 す る た め の 連 結 部 位 を 　 正 面 視 に お い て 棒 部 材 の 上 端 か ら 下 端 の 高 さ の

中 間 位 置 よ り 下 方 に 設 け た 請 求 項 ６ に 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 棒 部 材 の 下 端 に 設 け ら れ た 横 フ レ ー ム に ロ ー ラ ー を 回 転 自 在 に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ６ 又 は 請 求 項 ７ に 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 棒 部 材 の 下 端 に 設 け ら れ た 横 フ レ ー ム の 上 部 に 第 二 横 フ レ ー ム を 設 け る と 共 に 、 一 方 の

棒 部 材 の 上 端 に 設 け ら れ た 横 フ レ ー ム と 、 他 方 の 棒 部 材 の 第 二 横 フ レ ー ム と の 間 に 、 そ れ

ぞ れ シ ー ト 部 材 を 張 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 小 規 模 な 溝 掘 削 を 伴 う 上 水 道 、 下 水 道 、 電 気 通 信 施 設 、 ガ ス 供 給 施 設 等 の 建 設

工 事 (以 下 「 上 下 水 道 等 工 事 」 と い う 。 )に お け る 労 働 災 害 の 防 止 を 図 る 装 置 に 関 す る も の

で あ り 、 よ り 詳 し く は 溝 掘 削 作 業 及 び 溝 内 作 業 中 に お け る 土 砂 崩 壊 に 伴 う 作 業 員 の 死 傷 事

故 の 防 止 を 図 る こ と が 可 能 な 土 砂 遮 断 措 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 小 規 模 な 溝 掘 削 作 業 を 伴 う 上 下 水 道 等 工 事 に お い て は 、 溝 掘 削 作 業 及 び 溝 内 作 業 中 に お

け る 土 砂 崩 壊 に 伴 う 労 働 災 害 を 防 ぐ た め 、 溝 内 で の 作 業 に 先 行 し て 土 留 め 支 保 工 を 設 置 す

る 場 合 が あ る 。 具 体 的 に は ド ラ グ シ ョ ベ ル に よ っ て 掘 削 (素 掘 り )し 、 そ の 後 、 軽 量 鋼 矢 板

を 掘 削 面 に 張 り つ け る よ う に 建 て 込 み 、 腹 起 し ・ 切 梁 を 取 り 付 け て 土 止 め 支 保 工 を 組 み 立

て る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 簡 単 な 構 造 で 、 迅 速 に 組 み 立 て る こ と が で き 、 か つ 軽 量 鋼 矢 板 設 置 等

の 土 止 め が 完 了 す る 迄 の 地 山 崩 壊 か ら 作 業 員 を 守 る た め の 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ６ ８ ９ ９ ０ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 厚 生 労 働 省 が 策 定 し た 土 止 め 先 行 工 法 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン で は 、 小 規 模 な 溝 掘 削 作 業

、 具 体 的 に は 掘 削 深 さ が 概 ね １ .５ メ ー ト ル 以 上 ４ メ ー ト ル 以 下 で 、 掘 削 幅 が お お む ね ３

メ ー ト ル 以 下 の 溝 を ほ ぼ 鉛 直 に 掘 削 す る 作 業 を 行 う 場 合 に は 、 土 止 め 先 行 工 法 に よ る 適 切

な 土 止 め 支 保 工 等 を 設 置 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 と こ ろ が ２ ０ ０ ６ 年 か ら ２ ０ １ ３ 年 に 発 生 し た 溝 掘 削 作 業 及 び 溝 内 作 業 中 に お け る 土 砂

崩 壊 に 伴 う 作 業 員 の 死 傷 事 故 に お い て 、 掘 削 溝 の 深 さ が １ ． ５ メ ー ト ル 未 満 に お い て 発 生
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し た も の は 全 体 の ４ ３ ． ４ ％ に 及 ぶ 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 労 働 安 全 衛 生 規 則 第 ３ ６ １ 条 で は 、 崩 壊 等 に よ り 労 働 者 に 危 害 を 及 ぼ す 恐 れ の あ る 時 は

、 深 さ に 関 係 な く 土 止 め 支 保 工 を 設 け る な ど の 危 険 を 防 止 す る 措 置 を 義 務 付 け て い る 。 し

か し な が ら 、 こ の 恐 れ の 部 分 を 客 観 的 に 判 断 す る こ と は 容 易 で な く 、 ま た 、 先 の ガ イ ド ラ

イ ン の 対 象 深 さ が １ ． ５ メ ー ト ル 以 上 と な っ て い る こ と な ど か ら 、 公 共 機 関 に よ る 発 注 で

は 深 さ １ ． ５ メ ー ト ル 未 満 の 掘 削 に 土 止 め 費 用 は 積 算 し な い の が 現 状 多 く な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 本 発 明 は 簡 易 な 装 置 で あ り な が ら 、 土 砂 崩 壊 に 伴 う 作 業 員 の 死 傷 事 故 の 防 止 を 図

る こ と が 可 能 な 土 砂 遮 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 （ １ ) 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 一 対 の 方 形 フ レ ー ム を 、 正 面 視 に お い て 略 Ｘ 字 状 を 呈

す る 形 態 で 回 動 自 在 に 連 結 す る と 共 に 、 一 方 の 方 形 フ レ ー ム の 上 部 枠 材 と 他 方 フ レ ー ム の

下 部 枠 材 間 に 、 そ れ ぞ れ シ ー ト 部 材 を 張 設 し て 構 成 し た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 （ ２ ) 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 に お い て 、 回 動 自 在 に

連 結 す る た め の 連 結 部 位 を 　 正 面 視 に お い て 方 形 フ レ ー ム の 上 端 か ら 下 端 の 高 さ の 中 間 位

置 よ り 下 方 に 設 け て 構 成 し た 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 （ ３ ） 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 に お い て

、 方 形 フ レ ー ム の 下 部 枠 材 に ロ ー ラ ー を 回 転 自 在 に 取 り 付 け て 構 成 し た 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 （ ４ ） 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 に お い て 、 同 一 方 形 フ

レ ー ム の 縦 枠 材 間 に 横 フ レ ー ム を 取 り 付 け る と 共 に 、 一 方 方 形 フ レ ー ム の 上 部 枠 材 と 他 方

方 形 フ レ ー ム の 横 フ レ ー ム 間 に そ れ ぞ れ シ ー ト 部 材 を 張 設 し て 構 成 し た 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 （ ５ ） 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ い ず れ か に 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置

に お い て 、 上 部 枠 材 と 下 部 枠 材 と の 間 に 補 強 フ レ ー ム を 設 け る と 共 に 、 補 強 フ レ ー ム 同 士

を 回 動 自 在 に 連 結 し て 構 成 し た 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 （ ６ ） 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 一 対 の 棒 部 材 を 正 面 視 に お い て 略 Ｘ 字 状 を 呈 す る 形 態

で 回 動 自 在 に 連 結 し 、 そ れ ぞ れ の 棒 部 材 の 上 端 及 び 下 端 に 、 側 面 視 に お い て 横 方 向 に 伸 び

る 横 フ レ ー ム を 取 り 付 け 、 一 方 の 棒 部 材 の 上 端 に 設 け ら れ た 横 フ レ ー ム と 、 他 方 の 棒 部 材

の 下 端 に 設 け ら れ た 横 フ レ ー ム と の 間 に そ れ ぞ れ シ ー ト 部 材 を 張 設 し て 構 成 し た 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 （ ７ ） 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 に お い て 、 回 動 自 在 に

連 結 す る た め の 連 結 部 位 を 　 正 面 視 に お い て 棒 部 材 の 上 端 か ら 下 端 の 高 さ の 中 間 位 置 よ り

下 方 に 設 け て 構 成 し た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 （ ８ ） 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ 又 は 請 求 項 ７ に 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 に お い て

、 棒 部 材 の 下 端 に 設 け ら れ た 横 フ レ ー ム に ロ ー ラ ー を 回 転 自 在 に 取 り 付 け て 構 成 し た 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 （ ９ ） 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 棒 部 材 の 下 端 に 設 け

ら れ た 横 フ レ ー ム の 上 部 に 第 二 横 フ レ ー ム を 設 け 、 一 方 の 棒 部 材 の 上 端 に 設 け ら れ た 横 フ

レ ー ム と 、 他 方 の 棒 部 材 の 第 二 横 フ レ ー ム と の 間 に 、 そ れ ぞ れ シ ー ト 部 材 を 張 設 し て 構 成

し た 。

【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ９ 】

　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 本 発 明 が 、 如 何 に 作 用 し て 課 題 を 解 決 す る か を 図 面 を 参 照 し な

が ら 概 説 す る 。 な お 、 各 図 に お け る Ｕ と は 上 方 を 、 Ｄ は 下 方 を 、 Ｒ は 右 方 向 を 、 Ｌ は 左 方

向 を 意 味 す る も の で あ る 。 ま た 、 一 対 の シ ー ト 部 材 ３ ０ の う ち の 一 方 は 、 内 部 構 造 を 可 視

的 に す る た め に 仮 想 線 で 作 図 し て あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ９ は 掘 削 溝 М 内 に 請 求 項 １ 記 載 に 係 る 土 砂 遮 断 装 置 １ を 設 置 し た 状 態 で 、 掘 削 溝 М の

左 側 壁 が 崩 落 し た 状 態 を 示 し て い る 。 土 砂 遮 断 装 置 １ を 構 成 す る 方 形 フ レ ー ム １ ０ と 方 形

フ レ ー ム ２ ０ は 、 回 動 軸 ４ ０ を 中 心 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 回 動 軸 ４ ０ か ら

見 て 左 方 向 に 位 置 す る 、 一 方 の 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 上 部 枠 材 と 他 方 方 形 フ レ ー ム ２ ０ の 下

部 枠 材 間 に 、 シ ー ト 部 材 ３ ０ が 張 設 し て あ る 。 同 様 に 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 右 方 向 に 位 置 す

る 、 一 方 の 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 上 部 枠 材 と 他 方 方 形 フ レ ー ム ２ ０ の 下 部 枠 材 間 に 、 シ ー ト

部 材 ３ ０ が 張 設 し て あ る 。 こ の 左 右 の シ ー ト 部 材 ３ ０ ,３ ０ 間 に 存 す る 空 間 で 作 業 員 は 作

業 を 行 う も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 崩 落 し た 土 砂 Ｎ は 、 左 側 の シ ー ト 部 材 ３ ０ を 押 圧 す る こ と か ら 、 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 左

側 に 位 置 す る 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 上 部 が 右 方 向 に 回 動 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 上 述

の 通 り 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 上 部 枠 材 と 方 形 フ レ ー ム ２ ０ の 下 部 枠 材 間 に シ ー ト 部 材 ３ ０ が

張 設 し て あ る こ と か ら も 、 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 左 側 に 位 置 す る 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 上 部 が

右 方 向 （ 図 中 矢 印 Ｋ １ 方 向 ） に 回 動 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 左 側 に 位 置 す る 方 形 フ レ ー ム ２ ０ の 下 部 は 、 地 面 Ｇ に 接 し て

い る こ と 及 び 崩 落 し た 土 砂 Ｎ の 重 み で 、 右 方 向 （ 図 中 矢 印 Ｋ ２ 方 向 ） に 回 動 す る こ と が 抑

制 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 つ ま り は 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 上 部 と 方 形 フ レ ー ム ２ ０ の 上 部 、 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 下 部

と 方 形 フ レ ー ム ２ ０ の 下 部 の 間 に 存 す る 空 間 は 、 土 砂 の 崩 落 に よ っ て も 埋 ま る こ と を 可 及

的 に 抑 制 す る が 可 能 と な り 、 作 業 員 が 土 砂 崩 落 に 巻 き 込 ま れ る こ と を 抑 制 す る こ と が 可 能

と な る の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ８ に 示 す よ う に 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 回 動 自 在 に 連 結 す る た め の 連 結 部 位 、 す

な わ ち 回 動 軸 ４ ０ を 、 正 面 視 に お い て 方 形 フ レ ー ム の 上 端 か ら 下 端 の 高 さ Ｈ の 中 間 位 置 Ｃ

よ り 下 方 に 設 け て あ る 。 か か る 構 成 と す る こ と で 土 砂 遮 断 装 置 １ を 掘 削 溝 内 に バ ッ ク ホ ウ

な ど で 吊 り 降 ろ す 際 に 、 掘 削 溝 の 底 面 に 土 砂 遮 断 装 置 １ が 到 達 す る と 、 方 形 フ レ ー ム １ ０

,２ ０ の 自 重 で 土 砂 遮 断 装 置 １ が 開 く こ と に な る 。 す な わ ち 、 方 形 フ レ ー ム １ ０ ,２ ０ は 回

動 軸 ４ ０ よ り 上 部 が 長 尺 と な る た め 、 上 部 の ほ う が 重 量 が 大 き く な り 、 自 動 的 に 図 中 Ｋ ３

方 向 に 回 動 す る こ と に な る の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 か か る 構 成 と す る こ と で 、 土 砂 遮 断 装 置 １ を 掘 削 溝 内 設 置 す る 際 に 作 業 員 が 掘 削 溝 内 に

立 ち 入 る 必 要 が な く な り 、 安 全 性 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 １ ０ は 請 求 項 ３ 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 を 示 す も の で あ る 。 図 示 さ れ る 通 り 請 求 項 ３ に 記

載 の 発 明 で は 、 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 下 部 枠 材 １ ３ 及 び 方 形 フ レ ー ム ２ ０ の 下 部 枠 材 ２ ３ の

そ れ ぞ れ に ロ ー ラ ー ６ ０ を 回 転 自 在 に 取 り 付 け て あ る 。 か か る 構 成 と す る こ と で 、 上 述 の

方 形 フ レ ー ム １ ０ ,２ ０ の 自 重 で 土 砂 遮 断 装 置 １ が 開 く と い う 動 作 が 、 よ り 容 易 に な る も

の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 １ １ は 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 を 示 す も の で あ る 。 こ の 発 明 で は 上 部 枠 材 １ ２ と 横 フ レ ー

ム ２ ４ と の 間 、 上 部 枠 材 ２ ２ と 横 フ レ ー ム １ ４ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ シ ー ト 部 材 ３ ０ ,３ ０

を 張 設 し て あ る 。 か か る 構 成 ゆ え に 下 部 枠 材 １ ３ ,２ ３ に 設 け た ロ ー ラ ー 部 材 ６ ０ と シ ー

10

20

30

40

50



(5) JP  6431239  B1  2018.11.28

ト 部 材 ３ ０ ， ３ ０ と が 干 渉 す る こ と が な く 、 つ ま り は 土 砂 遮 断 装 置 １ の 開 閉 動 作 が ス ム ー

ズ に 行 わ れ る と い う 効 果 を 有 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 １ ２ は 請 求 項 ５ 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 １ を 示 す も の で あ る 。 こ の 発 明 で は 上 部 枠 材 １ ２

と 下 部 枠 材 １ ３ と の 間 、 上 部 枠 材 ２ ２ と 下 部 枠 材 ２ ３ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ 補 強 フ レ ー ム １

５ ,２ ５ が 介 在 さ せ て あ る 。 か か る 構 成 と す る こ と で 方 形 フ レ ー ム １ ０ ,２ ０ の 強 度 が 増 し

、 よ り 大 き な 土 圧 に 対 す る 耐 久 性 を 得 る こ と が 可 能 と な る も の で あ る 。 図 １ ２ に お い て は

補 強 フ レ ー ム １ ５ ,２ ５ は 一 対 の み 設 け て あ る が 、 強 度 を 増 す た め に は 複 数 対 設 け る こ と

も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 １ ９ は 掘 削 溝 М 内 に 請 求 項 ６ 記 載 に 係 る 土 砂 遮 断 装 置 １ を 設 置 し た 状 態 で 、 掘 削 溝 М

の 左 側 壁 が 崩 落 し た 状 態 を 示 し て い る 。 土 砂 遮 断 装 置 １ を 構 成 す る 棒 部 材 ７ ０ ， ８ ０ 同 士

は 、 回 動 軸 ４ ０ を 中 心 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 左 上 方 向

に 位 置 す る 横 フ レ ー ム ８ １ と 、 左 下 方 向 に 位 置 す る 横 フ レ ー ム ７ ２ 間 に は シ ー ト 部 材 ３ ０

が 張 設 し て あ り 、 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 右 上 方 向 に 位 置 す る 横 フ レ ー ム ７ １ と 、 右 下 方 向 に

位 置 す る 横 フ レ ー ム ８ ２ 間 に は シ ー ト 部 材 ３ ０ が 張 設 し て あ る 。 こ の 左 右 の シ ー ト 部 材 ３

０ ,３ ０ 間 に 存 す る 空 間 で 作 業 員 は 作 業 を 行 う も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 崩 落 し た 土 砂 Ｎ は 、 左 側 の シ ー ト 部 材 ３ ０ を 押 圧 す る こ と か ら 、 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 左

側 に 位 置 す る 横 フ レ ー ム ８ １ の 上 部 が 右 方 向 に 回 動 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 上 述 の

通 り 左 上 部 に 存 す る 横 フ レ ー ム ８ １ と 左 下 部 に 存 す る 横 フ レ ー ム ７ ２ 間 に シ ー ト 部 材 ３ ０

が 張 設 し て あ る こ と か ら も 、 横 フ レ ー ム ８ １ が 右 方 向 （ 図 中 矢 印 Ｋ １ 方 向 ） に 回 動 す る こ

と が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 横 フ レ ー ム ７ ２ は 、 地 面 Ｇ に 接 し て い る こ と 及 び 崩 落 し た 土 砂 Ｎ の 重 み で 、 右 方

向 （ 図 中 矢 印 Ｋ ２ 方 向 ） に 回 動 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 つ ま り は 図 １ ９ に お け る 左 上 に 存 す る 横 フ レ ー ム ８ １ と 左 下 に 存 す る 横 フ レ ー ム ７ ２ 、

右 上 に 存 す る 横 フ レ ー ム ７ １ と 右 下 に 存 す る 横 フ レ ー ム ８ ２ と の 間 に 存 す る 空 間 は 、 土 砂

の 崩 落 に よ っ て も 埋 ま る こ と を 可 及 的 に 抑 制 す る が 可 能 と な り 、 作 業 員 が 土 砂 崩 落 に 巻 き

込 ま れ る こ と を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 １ ６ に 示 す よ う に 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 で は 、 回 動 自 在 に 連 結 す る た め の 連 結 部 位 、

す な わ ち 回 動 軸 ４ ０ を 、 正 面 視 に お い て 棒 部 材 ７ ０ ,８ ０ の 上 端 か ら 下 端 の 高 さ Ｈ の 中 間

位 置 Ｃ よ り 下 方 に 設 け て あ る 。 か か る 構 成 と す る こ と で 土 砂 遮 断 装 置 １ を 掘 削 溝 内 に バ ッ

ク ホ ウ な ど で 吊 り 降 ろ す 際 に 、 掘 削 溝 の 底 面 に 土 砂 遮 断 装 置 １ が 到 達 す る と 、 棒 部 材 ７ ０

,８ ０ 及 び 横 フ レ ー ム ７ １ ,８ １ の 自 重 で 土 砂 遮 断 装 置 １ が 開 く こ と に な る 。 す な わ ち 、 棒

部 材 ７ ０ ,８ ０ は 回 動 軸 ４ ０ よ り 上 部 が 長 尺 と な る た め 、 上 部 の ほ う が 重 量 が 大 き く な り

、 自 動 的 に 図 中 Ｋ ３ 方 向 に 回 動 す る こ と に な る の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 か か る 構 成 と す る こ と で 、 土 砂 遮 断 装 置 １ を 掘 削 溝 内 設 置 す る 際 に 作 業 員 が 掘 削 溝 内 に

立 ち 入 る 必 要 が な く な り 、 安 全 性 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 １ ７ は 請 求 項 ８ 記 載 の 土 砂 遮 断 装 置 を 示 す も の で あ る 。 図 示 さ れ る 通 り 請 求 項 ８ に 記

載 の 発 明 で は 、 横 フ レ ー ム ７ ２ ,８ ２ そ れ ぞ れ に ロ ー ラ ー ６ ０ を 回 転 自 在 に 取 り 付 け て あ

る 。 か か る 構 成 と す る こ と で 、 上 述 の 棒 部 材 ７ ０ ,８ ０ 及 び 横 フ レ ー ム ７ １ ,８ １ の 自 重 で

土 砂 遮 断 装 置 １ が 開 く と い う 動 作 が 、 よ り 容 易 に な る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 １ ８ は 請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 を 示 す も の で あ る 。 こ の 発 明 で は 上 部 に 存 す る 横 フ レ ー ム

７ １ と 下 部 に 存 す る と 横 フ レ ー ム ７ ２ と の 間 、 上 部 に 存 す る 横 フ レ ー ム ８ １ と 下 部 に 存 す
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る と 横 フ レ ー ム ８ ２ と の 間 、 そ れ ぞ れ シ ー ト 部 材 ３ ０ ,３ ０ を 張 設 し て あ る 。 か か る 構 成

ゆ え に 下 部 に 存 す る 横 フ レ ー ム ７ ２ ,８ ２ に 設 け た ロ ー ラ ー 部 材 ６ ０ と シ ー ト 部 材 ３ ０ ，

３ ０ と が 干 渉 す る こ と が な く 、 つ ま り は 土 砂 遮 断 装 置 １ の 開 閉 動 作 が ス ム ー ズ に 行 わ れ る

と い う 効 果 を 有 す る も の で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

【 図 １ 】 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 正 面 図

【 図 ２ 】 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 平 面 図

【 図 ３ 】 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 右 側 面 図

【 図 ４ 】 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 斜 視 図

【 図 ５ 】 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 線 断 面 図

【 図 ６ 】 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の シ ー ト 部 材 を 省 略 し た 状 態 の 平 面 図

【 図 ７ 】 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の シ ー ト 部 材 を 省 略 し た 状 態 の 右 側 面 図

【 図 ８ 】 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 の 説 明 正 面 図

【 図 ９ 】 本 発 明 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図

【 図 １ ０ 】 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 の 斜 視 図

【 図 １ １ 】 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 の 斜 視 図

【 図 １ ２ 】 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 の 斜 視 図

【 図 １ ３ 】 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 の 正 面 図

【 図 １ ４ 】 同 、 左 側 面 図

【 図 １ ５ 】 同 、 斜 視 図

【 図 １ ６ 】 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 の 説 明 正 面 図

【 図 １ ７ 】 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 の 斜 視 図

【 図 １ ８ 】 請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 の 斜 視 図

【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 下 、 好 ま し い 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 、 図 面 を 参 照 し な が ら 概 説 す る 。 な お 、 本 発 明

構 成 要 素 の 実 施 形 態 は 下 記 の 実 施 形 態 に 何 ら 限 定 さ れ る こ と は な く 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲

に 属 す る 限 り 種 々 の 形 態 を 採 り う る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 請 求 項 １ 記 載 に 係 る 土 砂 遮 断 装 置 １ は 、 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す よ う に 一 対 の 方 形 フ レ ー ム

１ ０ ,２ ０ と 方 形 フ レ ー ム １ ０ ,２ ０ 間 に 張 設 さ れ る 一 対 の シ ー ト 部 材 ３ ０ ， ３ ０ を 主 な 構

成 要 素 と す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 方 形 フ レ ー ム １ ０ は 一 対 の 縦 枠 材 １ １ ,１ １ と 縦 枠 材 １ １ の

上 部 同 士 を 繋 ぐ 上 部 枠 材 １ ２ 及 び 縦 枠 材 １ １ ,１ １ の 下 部 同 士 を 繋 ぐ 下 部 枠 材 １ ３ と に よ

り 構 成 さ れ 、 四 隅 を ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る コ ー ナ ー Ｌ 継 ぎ ５ ０ で 連 結 し て 方 形 に 形 成 さ れ

る も の で あ る 。 同 様 に 方 形 フ レ ー ム ２ ０ は 一 対 の 縦 枠 材 ２ １ ,２ １ と 縦 枠 材 ２ １ の 上 部 同

士 を 繋 ぐ 上 部 枠 材 ２ ２ 及 び 縦 枠 材 ２ １ ,２ １ の 下 部 同 士 を 繋 ぐ 下 部 枠 材 ２ ３ と に よ り 構 成

さ れ 、 四 隅 を ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る コ ー ナ ー Ｌ 継 ぎ ５ ０ で 連 結 し て 方 形 に 形 成 さ れ る も の

で あ る 。 コ ー ナ ー Ｌ 継 ぎ ５ ０ は 中 空 の パ イ プ 体 を Ｌ 字 状 に 屈 曲 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 方 形 フ レ ー ム １ ０ ,２ ０ 共 に ア ル ミ 材 で 形 成 さ れ る が 、 勿 論 か か る 限 定 を 受 け る も の で

は な く 、 必 要 強 度 を 満 た す も の で あ れ ば 他 の 素 材 で 形 成 し て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 本 発 明 に 係 る 土 砂 遮 断 装 置 １ は 、 一 対 の 方 形 フ レ ー ム １

０ ,２ ０ を 、 正 面 視 に お い て 略 Ｘ 字 状 を 呈 す る 形 態 で 回 動 軸 ４ ０ を 中 心 に 回 動 自 在 に 連 結

し 、 正 面 視 に お い て 回 動 自 在 に 連 結 さ れ た 連 結 部 位 、 つ ま り 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 右 方 向 に

位 置 す る 一 方 の 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 上 部 枠 材 １ ２ と 他 方 フ レ ー ム ２ ０ の 下 部 枠 材 ２ ３ 間 に
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、 シ ー ト 部 材 ３ ０ を 張 設 し て あ る 。 ま た 、 正 面 視 に お い て 回 動 自 在 に 連 結 さ れ た 連 結 部 位

つ ま り 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 左 方 向 に 位 置 す る 、 一 方 の 方 形 フ レ ー ム ２ ０ の 上 部 枠 材 ２ ２ と

他 方 フ レ ー ム １ ０ の 下 部 枠 材 １ ３ 間 に 、 シ ー ト 部 材 ３ ０ を 張 設 し て あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 シ ー ト 部 材 ３ ０ の 具 体 的 な 張 設 方 法 は 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 部 枠 材 １ ２ あ る い は 上 部 枠

材 ２ ２ に シ ー ト 部 材 ３ ０ の 端 部 を 巻 回 し 、 端 縁 部 ３ １ で 縫 製 そ の 他 の 方 法 で 固 定 し て い る

。 他 方 端 部 は 下 部 枠 材 １ ３ あ る い は 下 部 枠 材 ２ ３ に シ ー ト 部 材 ３ ０ の 端 部 を 巻 回 し 、 端 縁

部 ３ １ で 縫 製 そ の 他 の 方 法 で 固 定 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 む ろ ん こ れ は 一 例 で あ り 、 図 ４ に 示 す よ う に シ ー ト 部 材 ３ ０ の 上 下 端 に 複 数 の 孔 部 ３ １

・ ・ を 設 け 、 該 孔 部 ３ １ に 鳩 目 を 取 り 付 け 、 上 部 枠 材 １ ２ ,２ ２ 、 下 部 枠 材 １ ３ ,２ ３ に 取

り 付 け た リ ン グ 部 材 ３ ２ を 緩 挿 さ せ る と い っ た 方 法 、 そ の 他 任 意 の 方 法 を 採 用 で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 シ ー ト 部 材 ３ ０ は メ ッ シ ュ シ ー ト を 利 用 し て い る 。 具 体 的 に は 建 築 工 事 な ど に 用 い ら れ

る メ ッ シ ュ シ ー ト 、 す な わ ち 、 ポ リ エ ス テ ル 系 繊 維 で 構 成 さ れ た 緯 絽 組 織 か ら な る 織 物 や

、 こ れ ら の 表 面 に ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 等 を 加 工 し た も の な ど を 利 用 可 能 で あ る 。 勿 論 シ ー

ト 部 材 の 素 材 は か か る 限 定 を 受 け る も の で は な く 、 必 要 強 度 を 満 た す も の で あ れ ば 他 の シ

ー ト 状 の 素 材 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク や 金 属 素 材 な ど で 形 成 し て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 方 形 フ レ ー ム １ ０ と 方 形 フ レ ー ム ２ ０ は 、 連 結 部 位 に 回 動 軸 ４ ０ を 緩 挿 す る こ と で 回 動

自 在 に 軸 支 し て い る が 、 回 動 で き る よ う に 連 結 す る 他 の 全 て の 構 造 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 回 動 軸 ４ ０ を 、 方 形 フ レ ー ム １ ０ ， ２ ０ の

上 端 か ら 下 端 の 高 さ Ｈ の 中 間 位 置 Ｃ よ り 下 方 に 設 け て あ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 方 形 フ レ ー ム １ ０ ,２ ０ の 下 部 枠 材 １ ３ ,２

３ に そ れ ぞ れ 複 数 の ロ ー ラ ー ６ ０ を 回 転 自 在 に 取 り 付 け て あ る 。 ロ ー ラ ー ６ ０ は 貫 通 孔 ６

１ を 有 す る 円 柱 体 で あ り 、 貫 通 孔 ６ １ 内 に 下 部 枠 材 １ ３ ,２ ３ が 緩 挿 さ れ て い る 。 ま た 、

シ ー ト 部 材 ３ ０ に は ロ ー ラ ー ６ ０ の 回 転 と 干 渉 し な い よ う に 切 欠 き ３ ３ が 設 け て あ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 図 １ １ に 示 す よ う に 、 方 形 フ レ ー ム １ ０ の 縦 枠 材 １ １ ,１ １ 間 に

ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る Ｔ 継 ぎ ５ １ を 介 し て 横 フ レ ー ム １ ４ を 取 り 付 け 、 方 形 フ レ ー ム ２ ０

の 縦 枠 材 ２ １ ,２ １ 間 に ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る Ｔ 継 ぎ ５ １ を 介 し て 横 フ レ ー ム ２ ４ を 取 り

付 け て あ る 。 Ｔ 継 ぎ ５ １ は 中 空 の ２ 本 の パ イ プ 体 を Ｔ 字 状 に 連 結 し た も の で あ る 。 上 部 枠

材 １ ２ と 横 フ レ ー ム ２ ４ と の 間 、 上 部 枠 材 ２ ２ と 横 フ レ ー ム １ ４ と の 間 に は 、 そ れ ぞ れ シ

ー ト 部 材 ３ ０ ,３ ０ が 張 設 し て あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 上 部 枠 材 １ ２ と 下 部 枠 材 １ ３ と の 間 に 補

強 フ レ ー ム １ ５ を 設 け 、 上 部 枠 材 ２ ２ と 下 部 枠 材 ２ ３ と の 間 に 補 強 フ レ ー ム ２ ５ を 設 け て

あ る 。 上 部 枠 材 １ ２ ， ２ ２ 、 下 部 枠 材 １ ３ ,２ ３ と 補 強 フ レ ー ム ２ ５ と は ジ ョ イ ン ト 部 材

で あ る Ｔ 継 ぎ ５ ２ を 用 い て 連 結 し て あ る 。 ま た 、 補 強 フ レ ー ム ２ ５ 同 士 は 、 回 動 軸 ４ ０ を

中 心 に 回 動 自 在 に 連 結 し て あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 請 求 項 ６ 記 載 に 係 る 土 砂 遮 断 装 置 １ は 、 図 １ ３ 乃 至 図 １ ５ に 示 す よ う に 上 端 及 び 下 端 に

そ れ ぞ れ 横 フ レ ー ム ７ １ ,７ ２ を 取 り 付 け た 棒 部 材 ７ ０ と 、 上 端 及 び 下 端 に そ れ ぞ れ 横 フ

レ ー ム ８ １ ,８ ２ を 取 り 付 け た 棒 部 材 ８ ０ と 、 横 フ レ ー ム ７ １ と 横 フ レ ー ム ８ ２ の 間 に 張

設 さ れ た シ ー ト 部 材 ３ ０ と 、 横 フ レ ー ム ８ １ と 横 フ レ ー ム ７ ２ の 間 に 張 設 さ れ た シ ー ト 部

材 ３ ０ を 主 な 構 成 要 素 と す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 １ ４ や 図 １ ５ に 示 す よ う に 棒 部 材 ７ ０ と 横 フ レ ー ム ７ １ は ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る Ｔ 継
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ぎ ５ １ を 用 い て 、 側 面 視 に お い て 横 方 向 に 伸 び る 形 状 で 連 結 さ れ て い る 。 棒 部 材 ７ ０ と 横

フ レ ー ム ７ ２ は ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る Ｔ 継 ぎ ５ １ を 用 い て 、 側 面 視 に お い て 横 方 向 に 伸 び

る 形 状 で 連 結 さ れ て い る 。 棒 部 材 ８ ０ と 横 フ レ ー ム ８ １ は ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る Ｔ 継 ぎ ５

１ を 用 い て 、 側 面 視 に お い て 横 方 向 に 伸 び る 形 状 で 連 結 さ れ て い る 。 棒 部 材 ８ ０ と 横 フ レ

ー ム ８ ２ は ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る Ｔ 継 ぎ ５ １ を 用 い て 、 側 面 視 に お い て 横 方 向 に 伸 び る 形

状 で 連 結 さ れ て い る 。 Ｔ 継 ぎ ５ １ は 中 空 の ２ 本 の パ イ プ 体 を Ｔ 字 状 に 連 結 し た も の で あ る

。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 上 記 棒 部 材 ７ ０ ,８ ０ 、 横 フ レ ー ム ７ １ ,７ ２ ,８ １ ,８ ２ は ア ル ミ 材 で 形 成 さ れ る が 、 勿

論 か か る 限 定 を 受 け る も の で は な く 、 必 要 強 度 を 満 た す も の で あ れ ば 他 の 素 材 で 形 成 し て

も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 請 求 項 ６ 記 載 に 係 る 土 砂 遮 断 装 置 １ は 、 一 対 の 棒 部 材 ７ ０ ,８

０ を 、 正 面 視 に お い て 略 Ｘ 字 状 を 呈 す る 形 態 で 回 動 軸 ４ ０ を 中 心 に 回 動 自 在 に 連 結 し 、 正

面 視 に お い て 回 動 自 在 に 連 結 さ れ た 連 結 部 位 、 つ ま り 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 右 方 向 に 位 置 す

る 一 方 の 棒 部 材 ７ ０ の 上 部 に 存 す る 横 フ レ ー ム ７ １ と 他 方 棒 部 材 ８ ０ の 下 部 に 存 す る 横 フ

レ ー ム ８ ２ 間 に 、 シ ー ト 部 材 ３ ０ を 張 設 し て あ る 。 ま た 、 正 面 視 に お い て 回 動 自 在 に 連 結

さ れ た 連 結 部 位 つ ま り 回 動 軸 ４ ０ か ら 見 て 左 方 向 に 位 置 す る 、 一 方 の 棒 部 材 ８ ０ の 上 部 に

存 す る 横 フ レ ー ム ８ １ と 他 方 棒 部 材 ７ ０ の 下 部 に 存 す る 横 フ レ ー ム ７ ２ 間 に 、 シ ー ト 部 材

３ ０ を 張 設 し て あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 シ ー ト 部 材 ３ ０ の 具 体 的 な 張 設 方 法 は 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 部 に 存 す る 横 フ レ ー ム ７ １

或 い は 横 フ レ ー ム ８ ２ に シ ー ト 部 材 ３ ０ の 端 部 を 巻 回 し 、 端 縁 部 ３ １ で 縫 製 そ の 他 の 方 法

で 固 定 し て い る 。 他 方 端 部 は 下 横 フ レ ー ム ７ ２ あ る い は 横 フ レ ー ム ８ ２ に シ ー ト 部 材 ３ ０

の 端 部 を 巻 回 し 、 端 縁 部 ３ １ で 縫 製 そ の 他 の 方 法 で 固 定 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 む ろ ん こ れ は 一 例 で あ り 、 図 １ ５ に 示 す よ う に シ ー ト 部 材 ３ ０ の 上 下 端 に 複 数 の 孔 部 ３

１ ・ ・ を 設 け 、 該 孔 部 ３ １ に 鳩 目 を 取 り 付 け 、 上 部 に 存 す る 横 フ レ ー ム ７ １ ,８ １ 、 下 部

に 存 す る 横 フ レ ー ム ７ ２ ,８ ２ に 取 り 付 け た リ ン グ 部 材 ３ ２ を 緩 挿 さ せ る と い っ た 方 法 、

そ の 他 任 意 の 方 法 を 採 用 で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 シ ー ト 部 材 ３ ０ は メ ッ シ ュ シ ー ト を 利 用 し て い る 。 具 体 的 に は 建 築 工 事 な ど に 用 い ら れ

る メ ッ シ ュ シ ー ト 、 す な わ ち 、 ポ リ エ ス テ ル 系 繊 維 で 構 成 さ れ た 緯 絽 組 織 か ら な る 織 物 や

、 こ れ ら の 表 面 に ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 等 を 加 工 し た も の な ど を 利 用 可 能 で あ る 。 勿 論 シ ー

ト 部 材 の 素 材 は か か る 限 定 を 受 け る も の で は な く 、 必 要 強 度 を 満 た す も の で あ れ ば 他 の シ

ー ト 状 の 素 材 で 形 成 し て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 棒 部 材 ７ ０ と 棒 部 材 ８ ０ は 、 連 結 部 位 に 回 動 軸 ４ ０ を 緩 挿 す る こ と で 回 動 自 在 に 軸 支 し

て い る が 、 回 動 で き る よ う に 連 結 す る 他 の 全 て の 構 造 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 で は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 回 動 軸 ４ ０ を 、 棒 部 材 ７ ０ ,８ ０ の 上 端

か ら 下 端 の 高 さ Ｈ の 中 間 位 置 Ｃ よ り 下 方 に 設 け て あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 は 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 横 フ レ ー ム ７ ２ ,８ ２ そ れ ぞ れ に 複 数 の ロ

ー ラ ー ６ ０ を 回 転 自 在 に 取 り 付 け て あ る 。 ロ ー ラ ー ６ ０ は 貫 通 孔 ６ １ を 有 す る 円 柱 体 で あ

り 、 貫 通 孔 ６ １ 内 に 横 フ レ ー ム ７ ２ ,８ ２ が 緩 挿 さ れ て い る 。 ま た 、 シ ー ト 部 材 ３ ０ に は

ロ ー ラ ー ６ ０ の 回 転 と 干 渉 し な い よ う に 切 欠 き ３ ３ が 設 け て あ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 は 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 棒 部 材 ７ ０ に ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る Ｘ 継 ぎ

５ ２ を 介 し て 第 二 横 フ レ ー ム ７ ３ を 取 り 付 け 、 棒 部 材 ８ ０ に ジ ョ イ ン ト 部 材 で あ る Ｘ 継 ぎ
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５ ２ を 介 し て 第 二 横 フ レ ー ム ８ ３ を 取 り 付 け て あ る 。 Ｘ 継 ぎ ５ ２ は 中 空 の ２ 本 の パ イ プ 体

を Ｘ 字 状 に 連 結 し た も の で あ る 。 横 フ レ ー ム ７ １ と 第 二 横 フ レ ー ム ８ ３ と の 間 、 横 フ レ ー

ム ８ １ と 第 二 横 フ レ ー ム ７ ３ と の 間 に は 、 そ れ ぞ れ シ ー ト 部 材 ３ ０ ,３ ０ が 張 設 し て あ る

。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ２ 】

１ ０ ・ ・ 方 形 フ レ ー ム

１ １ ・ ・ 縦 枠 材

１ ２ ・ ・ 上 部 枠 材

１ ３ ・ ・ 下 部 枠 材

１ ４ ・ ・ 横 フ レ ー ム

１ ５ ・ ・ 補 強 フ レ ー ム

２ ０ ・ ・ 方 形 フ レ ー ム

２ １ ・ ・ 縦 枠 材

２ ２ ・ ・ 上 部 枠 材

２ ３ ・ ・ 下 部 枠 材

２ ４ ・ ・ 横 フ レ ー ム

２ ５ ・ ・ 補 強 フ レ ー ム

３ ０ ・ ・ シ ー ト 部 材

４ ０ ・ ・ 回 動 軸

６ ０ ・ ・ ロ ー ラ ー

７ ０ ・ ・ 棒 部 材

７ １ ・ ・ 横 フ レ ー ム

７ ２ ・ ・ 横 フ レ ー ム

７ ３ ・ ・ 第 二 横 フ レ ー ム

８ ０ ・ ・ 棒 部 材

８ １ ・ ・ 横 フ レ ー ム

８ ２ ・ ・ 横 フ レ ー ム

８ ３ ・ ・ 第 二 横 フ レ ー ム

【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 簡 易 な 装 置 で あ り な が ら 、 土 砂 崩 壊 に 伴 う 作 業 員 の 死 傷 事 故 の 防 止 を 図 る こ と が

可 能 な 土 砂 遮 断 装 置 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 一 対 の 方 形 フ レ ー ム １ ０ を 、 正 面 視 に お い て 略 Ｘ 字 状 を 呈 す る 形 態 で 回 動 自

在 に 連 結 し 、 正 面 視 に お い て 回 動 自 在 に 連 結 さ れ た 連 結 部 位 か ら 見 て 右 方 向 に 位 置 す る 、

一 方 の 方 形 フ レ ー ム の 上 部 枠 材 １ ２ と 他 方 フ レ ー ム の 下 部 枠 材 １ ３ 間 に 、 シ ー ト 部 材 ３ ０

を 張 設 し 、 正 面 視 に お い て 回 動 自 在 に 連 結 さ れ た 連 結 部 位 か ら 見 て 左 方 向 に 位 置 す る 、 一

方 の 方 形 フ レ ー ム の 上 部 枠 材 １ ２ と 他 方 フ レ ー ム の 下 部 枠 材 １ ３ 間 に 、 シ ー ト 部 材 ３ ０ を

張 設 し て 構 成 し た 。

【 選 択 図 】 図 ４
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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